
港の整備による 災害時の

津波避難場所の確保 と 港湾物流機能の維持

津波避難施設の整備

重要港湾 細島港

緊急物資輸送ルート

防波堤（粘り強い構造化）の整備

日向灘を震源とする地震（R6.8.8）
〔M7.1、最大震度6弱〕
において、0.2ｍの津波を観測（津波注意報）

港湾立地企業の従業員など、
約190名が津波避難施設に一時避難

余島防波堤（改良）
（粘り強い構造化）

耐震強化岸壁
（15号岸壁）

津波避難施設

1・2号岸壁
（クルーズ船）

国際コンテナターミナル

国際物流ターミナル

16号岸壁
（林産品）

津波発生時に緊急避難する施設であり、
想定最大規模の津波に対応しています！

（西）（東）

（西）

（東）

防波堤の粘り強い構造化により、
想定最大規模の津波襲来後における
港湾物流機能の維持が可能に！

■防波堤改良（粘り強い構造化）の整備効果

１６号岸壁 整備により 林産品取扱量の増加に対応！

■細島港の丸太輸出量（年） 原木を取扱う岸壁が整備され、
林産品輸移出量の増加に期待！

林産品(製材) 林産品(原木)

１６号岸壁（水深１０ｍ）

■細島港の林産品輸移出量（R4年）

出典：国土交通省「港湾統計」出典：財務省「貿易統計」

（m3）

～～

10年間で急増!!

（速）

RORO船〔大阪航路〕大型化（R2.2）

19号岸壁
（RORO）

サン・プリンセス（7万㌧級）

HAKKOひなた

九州1位!!
（全国3位）
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